
可決であります。予算特別委員長報告のとおり

決するに賛成の議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○鈴木良雄議長 起立全員であります。 

 よって、議案第39号は予算特別委員長報告の

とおり決定いたしました。 

 

 

 日程第１１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木良雄議長 次に、日程第11、市政一般に関

する質問を行います。 

 ここで申し上げますが、３月定例会は市議会

の申し合わせにより、会派代表、政党代表、個

人の順に質問を行うこととされております。な

お、会派代表質問に限り関連質問を認めます。 

質問の時間は答弁を含めて60分以内となって

おりますので、ご協力をお願いいたします。 

初めに、代表質問を行います。 

 それでは、順次指名をいたします。 

 

 

  大沼 久議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 順位１番、議席番号13番、大沼 

久議員。 

  （１３番大沼久議員登壇）（拍手） 

○１３番 大沼 久議員 おはようございます。 

３月定例会に当たり、新政会を代表いたしま

して質問をいたします。 

施政方針により、「改革・前進・全員参加」の

基本方針で進めてこられた行財政改革の実施計

画も、６年余の間で総負債額を386億円から348

億円に、38億円、約10％減とされた。また、平

成16年度の公債費は21億9,000万円であったが、

平成17年度からは15億6,000万円程度となり、単

年度で６億3,000万円、約30％の減となる。 

職員数については、400名から338名に削減し

ていく予定を示され、62名、約15％の減員とな

り、人件費では29億6,000万円から24億8,000万

円となり、４億8,000万円減じ、約16％の削減と

なっている。数字の上でも具体的成果となって

きており、これは県内でトップであり、全国で

もトップクラスであると自負されております。 

「協働・創造・未来の鼓動 実感“ながい”」

の基本構想のもと、現状を見詰めたまちづくり

を推進することとしており、国の三位一体の改

革を体しながら、地方分権、地方主権を地方の

立場から主張していく決意を言われております。

地方分権、地方の確立に向けた目黒市政を評価

できるものと考えます。 

市政運営としましては、学校給食共同調理場

の搬送業務から調理業務及び一部維持管理業務

の委託により、２億円より１億1,000万円と

9,000万円減じ、45％の減となったこと。はなぞ

の保育園の保育業務を社会福祉協議会へ移管さ

れたこと。このことにより補助金の削減対応と

雇用創出の効果を出し得ること。公務員制度改

革が国で進まない中、庁内の給与制度改革プロ

ジェクトチームの立ち上げによる、適切な職務

職階制度の導入による給与制度改革に踏み切ら

れたこと。さらに、民間委託へと推進すること

への方向性を示されました。 

また具体的には、長井ダム周辺環境整備では、

単なるスキー場や施設整備だけではなく、コミ

ュニティセンターとしてオールシーズン多機能

を持たせること。ここには、散歩や孫の子守を

する人たちが自由にいつでも使える施設にする

ということを考えてみてはいかがと思います。 

最上川フットパス構想では、川と水を中心と

した一体的構想の実現へと大いに市民参加を求

められたものであると考えます。全市的発想で

つつじ公園、あやめ公園等も含めて検討するこ

とを希望したいものであります。 
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その他の施策にも17年度の予算編成の気配り

が見え、よくやっているという実感を受けたと

ころであります。伊佐沢地区の公民館建設へも

一歩踏み込んでもらい、久保ザクラの保護にも、

手厚くしてもらったというわけではありません

が、ほぼ納得のいく施政方針と思えるところで

あります。 

行財政改革とは、つまり行財政構造改革の実

践であり、行政コストの低減であると思います。

それは、行政の予算の単年度主義の弊害を正す

こと、収支均衡、年度内使い切りを制度で改め

られないなら、意識として年次計画を持つこと

に改め事業の継続を考えること。各係ごとの予

算の配分硬直化をなくすこと。一律何％削減せ

よという方針が出ると、その事業内容の継続性

へ配慮を欠いてしまっており、それが事業運営

の欠陥になる。また、行政コスト、つまりすべ

ての物品及び工事代金等も、それぞれ単価の徹

底した見直しを行いコストダウンに努めること。

このようなことが各自治体でもいろんな試みの

中で始まっております。 

愛知県高浜市では、いろんな事業をほとんど

役所からアウトソーシング（外部委託）の会社

へ移し、市の職員は企画・立案に専念する。そ

の結果、雇用が２倍にふえ、しかもこの会社、

全額市が出資でありますが、黒字であり、天下

りは、言葉は悪いんですが、総務部長１人。市

の財政そのものはこれまで数億円の金が浮いた

ことになり、それをやらなかったらこれだけの

高コストで推移し、事業が停滞した。 

また、長野県の栄村では、過去10年間の道路

工事を国や県からの補助金を一銭ももらわずに

やり、その結果、国がやった場合に比べて６分

の１のコストでできたそうです。 

高浜市の森市長の自治体経営、七つの方針と

いうのがまちづくりの基本とされることですが、

職員の意識改革の推進、顧客としての市民への

あいさつの徹底、行政の行動規範の作成、「おは

ようございます」「いらっしゃいませ」「ありが

とうございます」。 

２番目に人材の育成。組織をフラット化する、

平準化するということです。職員の勤務評定は、

上司・部下とも対象としてやる。 

低コスト化とアウトソーシングの推進。勤勉

手当に成績率を導入。管理職、主任、主査は10％。

業務の目標管理の徹底。課業考課表（業務の難

易度と到達度）による人事管理等を徹底する。 

オンリーワンのまちづくりに徹する。高齢者

福祉における施策に代表される、ナンバーワン

でなくてもよい、地域に根差す特徴ある施策展

開をとの発想。 

市民と協働するまちづくり。パブリックコメ

ントと市民参画を前面に、行政はあくまでも黒

子に徹する。 

特色ある条例の制定によるセーフティーネッ

トの構築。常設型住民投票の条例。居住福祉の

まちづくり条例。ともすれば、障害者、高齢者

に偏りがちな視点を改め、自助・共助・公助で

の協働のまちづくりを推進する。 

受益と負担のバランスを考え、持続可能な行

政運営を目指すためには、身の丈に合った行政

運営を実践。しゅんな施策を実行していくため

には、リスクをとって……、とるということは、

リスクをもって実行を恐れるなと。リスクで実

行できないということをするなというようなこ

とで言われております。 

何か目黒市長とオーバーラップしないわけで

もありませんが、あくまでもナンバーワンでは

なくオンリーワンを目指す姿勢であると言えま

す。 

そして、高浜市の行政改革の推移を見てみま

すと、最初に行政改革大綱を策定し、定員管理

の適正化、定年退職者不補充、公共施設の管理

運営の委託ということを推進して事業を進めら

れたそうですが、ここで行政の事務は正職員で

なくてもできる仕事も多いと認識をされ、そし
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てその仕事を担う臨時職員にあっては、地方公

務員法により６カ月という採用制限があり長期

採用ができないことなどもあって、施設を管理

協会の方へ移行する方策がとられた。そしてそ

の中で順次、財団法人としての制約が多いこと

から、平成６年度から株式会社設立となった。

そうすることによって利潤の追求をできる事業

展開がされ、利益を市に還元できたり、そのこ

とによってサービスが向上される。それから、

地方公務員法にとらわれない人の採用ができる。

多角的事業が展開できる等々が言われており、

高浜市総合サービス株式会社として現在運営さ

れて効果を上げているということであります。 

あくまでもスリムな自治体を目指すためには

民間委託ということでありますが、どうも官

業・民業という感覚の差が大きく、このことが

なかなかなじまないものになっている。とりわ

け高浜市の民間委託の状況を見るとあくまでも

業務の委託であり、アウトソーシング、外部委

託であり、外注策である。このようにとらえな

がら、多岐にわたる部門への展開を図られてい

る。このことをもとにしながら、起業、事業を

起こすこと、就労、就職すること、いわゆるビ

ジネス創設へのもとになる。そして地域経済へ

の波及効果は果てしなくある、このように言わ

れております。 

この点で、このようなことを考えながらの民

間委託に対する市民感情をどのように今後なさ

れるか、市長、いかがでしょうか。ご意見を伺

いたいと思います。 

今回の施政方針で触れられ方が弱いように思

える福祉施策と少子化対応についてですが、こ

としは豪雪で特に思ったわけでありますけれど

も、いわゆる序口の除雪の大変さでありました。

連日２時間ほどやっておりましたが、なかなか

うまくいきませんでした。そんなときに考えた

ら、隣の老人世帯の方も時々休まれておりまし

た。こんなときに事が起きたら大変だなと思い

まして、除雪機や消防車、救急車等が出入りで

きる整備の緊急性を思ったところであります。

このことを、さきに申し上げた栄村のようにそ

れぞれ独自にそのことに合った整備が何かでき

ないものか。これは福祉と一体になってやれば

どうか、このようなことを思ったところであり

ます。 

そこで、長井市においても以前、私道整備補

助事業があったそうですが、利用実態から廃止

になったと聞いております。しかし、これは何

が問題があったかもう一度検証をして、この辺

を立ち上げていくことを切にお願いするもので

あります。このことについて市長のご所見をお

伺いいたします。 

少子化対応についてでありますが、現実的な

問題として、16年度の伊佐沢地区において生ま

れた子供が１名だそうであります。年度末まで

あと幾日もありませんが、まだ可能性のあるこ

とを聞いたことはございません。そしてその子

供も、他地区で生まれて実家に入られた方だと

聞いております。 

少子化が地域をだめにする、叫ばれて久しい

わけでありますが、結婚がなければこれは恵ま

れないわけでありますが、周りを見ても、自分

のところを見ても、自分の適齢になった息子も

適齢をとうに過ぎている弟も結婚をしていませ

ん。そして自分の結婚を考えてみますと、以前

から知ってはいましたが、いわば地産地消であ

りましたが、最終的には職場でということで結

果になりました。それも、今はやりの長男・長

女の組み合わせでございます。 

みずからのことを考えながら周りも考えてみ

ますと、やはり職場での出会い、職場を通して

の出会い、このことが最も多く結婚へのプロセ

スと思います。そんなことから、何があっても

産業の振興と若者定住を図ることが大切である

と思います。官業とか民業とかとらわれること

なく、地域課題解決のために、それこそ全員参
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加でやろうではありませんか。このことについ

て対案はございませんが、市長がどのようにお

考えかお伺いをいたすものであります。 

最近の市長の言動には、ナンバーワンを目指

しているような気がしてなりません。やはりこ

こは謙虚にオンリーワンを目指し、地域のため、

そのことを全力で頑張っていただきたいと思い

ます。差し当たっては、いろいろなことはでき

ないと思いますが、まず自分の、みずからの職

場の机の回りの掃除ぐらいは自分でやろうでは

ありませんか。このことをやりながらじっくり

と考え、今後の方針を考えるのが一番私は大切

なことだと思います。 

以上、るる申し上げましたが、以上をもちま

して壇上からの質問を終わります。ご清聴あり

がとうございました。（拍手） 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 大沼議員のご質問とご提言にお

答えをしながら、私の考えも申し上げたいと思

います。 

まず、道照寺平コミュニティセンターと市民

の方がいつでもだれでも気軽に利用できるよう

というご提言であります。そのとおりだと思っ

ております。そういった配慮をしながら今後こ

の道照寺平もフルに皆さんから使っていただけ

るように意を用いていかなければいけないとい

うふうに思います。 

予算等につきましてご提言がございました。

ご提言を受けとめて、優先順位をしっかりと決

めながら、選択と集中で一つずつやはり実現で

きるように配慮をしていきたいというふうに思

っております。 

そこで、高浜市あるいは長野県栄村等での成

功例についてお話をいただきました。私も高浜

市は改革派サミットでもお会いしたことがあり

ますし、本等でも勉強させていただきました。

行ってみたいなと思っているところであります

が、特に民間の皆さんに福祉等をアウトソーシ

ングされていると。福祉の業務をですね。株式

会社というのが長井市になじむかどうか。ＮＰ

Ｏ等に委託する方が私は、今やらせていただい

ているわけですが、高浜市のやはり株式会社等

総合サービスをつくりながらいろんな面でアウ

トソーシングをしておられるということについ

て、私もぜひもっと勉強してみたいと思ってお

ります。 

福祉等につきまして、福祉事務所長にも申し

上げたことがあります。もう少し詳しく勉強し

てみろというふうに申し上げました。 

長野県の栄村等もそうでありましょう。やは

り補助金をもらってやるということになると、

どうしてもグレードが立派なものになってしま

うと。むしろそうでない場合もあり得るという

ようなことも、これは考えていきたいというふ

うに思っております。 

やはり民間委託は、民間の皆さんに雇用をつ

くり出す、働く場を提供できると。それから行

政自身もスリムになっていくという意味で、こ

の両方のメリットがあると思っておりますし、

これはしっかりともっともっとできるものがな

いかということは考えながら、一つずつやはり

実践していかなければいけないというふうに思

っているところであります。 

福祉等につきまして、施政方針に少しなかっ

たというご指摘もいただきました。おっしゃる

とおりでありまして、ちょっと施政方針が長過

ぎたというご批判もありますので、若干はしょ

った分があって言い足らずのところになったわ

けでありますが、福祉、教育、環境、文化、こ

ういったソフト面にしっかりと対応していく、

そしてそれはそれぞれにやはり全国のトップク

ラスを目指していくという気持ちには変わりは

ありません。 

除雪等についても、ことしはなかなか雪が消

えない。一般的に言うと大雪だったわけであり

ますが、比較的皆さんからも頑張っていただき、
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あるいは我慢していただき、苦情等も少なかっ

たように思います。ぜひ今後ともしっかりと、

福祉的な側面もあると思いますし、特に高齢者

の皆さんだけの住まい、あるいはひとり暮らし

等に配慮をしながら頑張っていかなければいけ

ないというふうに思います。 

ご指摘の歩道整備ですか。歩道整備につきま

しては、なおやはり通学路なり歩く皆さんにつ

いて、特に雪の問題のときにご指摘を受けます

ので、具体的な場所等も教えていただきながら

しっかりと対応していきたいというふうに思っ

ております。 

 少子化につきまして、私もこれは大変だなと

いうふうに思っております。大沼議員が申され

るように、即効性のある対案というのはちょっ

とないのかもしれません。私がヨーロッパ等も、

ドイツとフランス等も行かせていただいた感じ

でいうと、やはり女性の皆さんも高学歴になっ

て社会でお働きになるということになると、ド

イツ等もやはり1.6ぐらいかな、ということでな

かなか晩婚化が進み子供の数が少ないという面

では問題があるというふうに思われておりまし

た。先進国なべてそうだと思います。 

 しかしそれだけではなくて、子育てについて

もっとやはり具体的に応援できるものは何かと

いうこと、これも一つずつやっていくことが私

は今のまず具体的な少子化対策なのではないか

というふうに思っているところであります。 

 決してナンバーワンを目指しているわけでは

ありません。気持ちとしてはもちろんオンリー

ワンでありますし、謙虚にやっていきたいと思

います。どうもやはり態度がでかいというか声

が大きいというか、そういうところがご批判も

ありますので、これまた謙虚にやらせていただ

きたいと思っているところであります。以上で

す。 

○鈴木良雄議長 13番、大沼久議員。 

○１３番大沼 久議員 答弁いただいたんですが、

一つは、除雪の件でのお願いもしたんですが、

そうでなくて、なかなか機械も入れられない、

そういう序口があるから、その序口の整備につ

いて、せめて救急車、消防車ぐらいは通行でき

る幅員を持ちながら常時それは使えるようにさ

れるものを必要だと、そうすれば除雪も楽だろ

うと、こういう発想でございますので、その辺

は誤解のようにしていただきたいと、そのよう

に思います。 

それともう一つは、少子化対応策であります

けれども、これも結婚相談員制度があったり結

婚資金の貸付制度があったり、今までそういう

こともやっていたんですが、時代の趨勢に合わ

ないということで、利用者がいないということ

でこれも４年前ぐらいから廃止になっておりま

す。 

したがって、そういう点で見ますと、現在、

市中の企業に勤められている方で結婚資金を例

えば銀行あたりに申し込みに行きますと、まず

もってないわけですね、貸すということは。金

利安い、安いって皆さんおっしゃいますけれど

も、いざ若い人が結婚資金を借りたいといって

銀行で受け付けてくれるかというと、決してそ

うではないのが実態だと思います。 

したがいまして、こういうものの具体的な相

談を行政当局はやるべきだと。そして結婚を促

進されるようにすべきだと。それから、まちの

産業の活性化がないと若者はどうしても定住し

ないから、若者定住のためにはそのアウトソー

シングをされたビジネスをうまく利用してでき

ないかと。こういうことを結びつけて言ったは

ずですけれども、なかなか言葉が通じなかった

ような気がします。 

そんなことから、ひとつその辺のことについ

て市長のご所見をもう一度伺いたいし、最後に

言った、庁内の掃除ぐらいは職員でやろうとい

うことをまずもって提案していきたいものです

から、その件についても話を伺いたいと思いま
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す。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 ご指摘の、例えば結婚相談です

ね。これは今、結婚式に私もお呼ばれをします

がほとんどが人前結婚でありまして、いわゆる

仲人というかそういうのではなくなったような

気がいたします。若い皆さんがそれぞれみずか

ら伴侶を自由に求めるということは、それはそ

れでやはり時代の趨勢かなというふうに思いま

すので、その辺はご理解をいただきたいと思い

ます。 

結婚資金等については、具体的なご相談等が

ありましたら、それは丁寧に対応するように窓

口等で取り計らってまいりたいというふうに思

います。 

庁内の清掃等につきましても、そろそろやは

り再検討すべき時期かなというふうに私も思い

ます。検討してみたいというふうに思います。 

  （「序口」の声あり） 

○目黒栄樹市長 序口ね。序口は私のところも非

常に長くて玄関に入るときに困っているんです

が、しかしなかなかやはり序口の入り口あたり

を、何か除雪のところに少し、あそこにたまら

ないように配慮していただくとかいうようなと

ころはしなければいけませんけれども、やはり

序口の奥の方はみずからの私有地ですのでみず

からでということになるのではないかなという

ふうに思っておりまして、入り口等についてな

おやはり雪を余り置かないような、そういう配

慮を具体的にして、除雪をしていただく方に求

めていくということなのではないかというふう

に思っています。 

○鈴木良雄議長 13番、大沼久議員。 

○１３番大沼 久議員 ちょっとそれ、今のちょ

っと違うんですが、私が言ったのは、前の私道

整備補助事業については、この先に何軒あるこ

ととか、それから何ぼの幅員でつくらないとだ

めだぞとか、工事費が200万以上だと３分の１し

か出ないとか、いろんな規定があったんです。

したがって、今風にこれ合わないから、１軒の

ひとり住まいのうちでもいいから、車だけ通れ

るように舗装なんかしなくてもいいから幅員を

広げたいとか、そういうときに具体的に相談に

乗っていただきながら、せめて家の前に救急車

来ないなんていうことのないように、これから

それぞれの地域で考えられてはどうかというこ

とでご提案申し上げたことでありますので、そ

の辺はちょっと。除雪するだけで大変だなんて

おれ言ったものだから。私の家の序口は長くて

150メーターぐらいありますのでそれは個人の

責任だと思ってやりますけれども、ただ、どう

しても隣のうちの人とかだれかの土地を通らな

ければいけなくて自分ができない人については、

行政の方が具体的に相談に乗りながらその確保

をやってほしいと、こういうお願いであります

ので誤解のないようにお願いしたいと思います。 

それから掃除の件についてなんですが、自分

の周りは自分で掃除するのは当たり前のことで、

就業時間の始まる前に来てきれいにして仕事す

るのは、これは仕事の常道だと思うんです。そ

れが、だれかがやってくれるということで、机

の上には書類出し放題、机の中は恐らく私物い

っぱい、これではいけないと思うんです。した

がって、そういうことのないように毎日自分の

職場は自分で掃除するとこういう気配りをすれ

ば、仕事にかかる心意気も違うと思うんです。

これは金のかかることじゃありませんから。む

しろ経費節減になるんじゃないですか。この辺

についてもう一度お願いします。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 自分の身の周りは自分でという

ことについては、趣旨は大賛成であります。具

体的に名前を上げて恐縮ですが、総務課長なん

かはもう１時間前に来て、自分の周りを整理し

て机等もきれいにして、そして、何ていうんで

すか、気持ちよく仕事をスタートできるように
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意を配っておられるというふうに見受けられま

す。 

関係課長等も率先してやりながら、もちろん

職員は自分の周辺、それから机の上、そう言い

ながら私もいろいろ書類がありまして余り格好

いいことは言えませんけれども、そういうご指

摘の自分の回りをきれいにするということでや

っていかせるように、なお徹底を図りたいと思

います。 

○鈴木良雄議長 13番、大沼久議員。 

○１３番大沼 久議員 まあいいでしょうけれど

も。それから序口言わないんだから、これは困

ったなと思って。 

これ何で迫りたいかというと、伊佐沢だけじ

ゃないのね。町内なんて行ったらもう裏道の散

歩道、大変いいことおっしゃりますけれども、

実際救急車も入れないような路地いっぱいある

んじゃないですか。成田なんかも大変ひどいで

すよ。そういうときに、高福祉を訴えるならば、

そしてことしあたりからの方針で、寝たきりを

なくそう、それから要介護をなくそうというこ

とでいろいろ、前段の訓練だ、トレーニングだ

言っていますけれども、いざ自宅にいる方はな

かなかそういう場面にも恵まれず、事あれにな

ったらもう、それこそ間に合わないという状況

あろうかと思いますので、やはりこれは年次計

画を持ちながら真剣に、各家庭でも全部救急車

が入ってこれると、それが何軒かまとめても結

構だと思いますので、ひとつそういう施策を骨

に入れていただきたい。 

そして、その福祉のときに金が他のことでか

かるならば、それはアウトソーシングすればい

いんじゃないか、こういうふうに考えておりま

すので、頼むことは頼みながらも行政でどうし

ても担わなければいけないものは、やはり長期

計画の中でもそれを確立していくということの

重要性だと思います。だから、その辺をもう少

しお伺いいたします。 

またもう一つ、こだわるようで申しわけない

んですが、結婚なんですが、これもやはり出会

いがないと結婚なんかできないんですね。無人

島にいたら結婚なんかできないわけですから。

したがって、今「うちにいろ」なんて言われて

もなかなかうちにも経済活動をしなければいら

れない状態がありますので、経済活動ができる

ような対策を真剣に考えていただきたいと。 

とりわけ、私ごとで恐縮なんですが、うちの

せがれは第１回目マルコン電子のリストラのと

きに入社です。そして今回、下がいないときに

転業です。こんなことから切実に感じているこ

とは、やはりこうなったときに行政として何か

相談されたときにやはり対応ができるセクショ

ンがあるということを思ったものですから、結

婚相談とか生活窓口を、勤労センターの方に全

部やっているとかそういうことではなくて、庁

内できちっと対応していただいて、各企業間と

の連携とかそういうものを密にしなければなと

いうことを考えたので、その点についてももう

１回お願いします。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 私道の整備、私（わたくし）道

の話ですね。 

私道の話等につきましては、それは、特に町

中なんかで奥に入っていって何軒か救急車も入

れないというようなところがあるとすれば、そ

れはやはり対応していかなければいけないとい

うふうに思いますし、なお、具体的なところを

教えていただきながら具体的に検討をさせてい

ただきたいと思います。 

 出会いの場は、商工会議所なんかが時々やっ

ておりますね。民間はＯＭＣとかいろいろやっ

ておられるわけですが、これは行政が直接やる

というよりは、やはりそういった意味で民間の

皆さんと協力しながらやっていくというような

ことだと思いますので、そういったこと、出会

いの場つくりなんかもこれは一つの事業として

- 39 - 



検討させていただきたいと思います。 

○鈴木良雄議長 13番、大沼久議員。 

○１３番大沼 久議員 これで終わりますけれど

も、市長にお願いしたいのは、今いろんなとこ

ろで民間委託等々を進める場合において、少し

説明に短兵急なような気がしてならないんです

ね。したがって、計画はもうできていると思い

ますけれども、市民の皆さんに説明をされるプ

ロセスが大事だと思うんです。 

したがって、今回のはなぞのの問題にしても、

自治体の施設を簡単に個人には貸せないとか払

い下げをしてはならないとか、いろいろ縛りが

あるわけです。そういうところの縛りを、やは

りもう少し市民の方に説明する義務があるので

はないか。したがって、行政が行う施策におい

て説明責任というものを全体的にもう少しして

いく必要があるということから、私は高浜市な

どの経過を申し上げたつもりでおりますけれど

も、そういうものをもっと広範に市民に開放す

るということをやっていただきたいということ

を要望しながら私の質問を終わらせていただき

ます。 

 

 

  鈴木武次議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 次に、順位２番、議席番号16番、

鈴木武次議員。 

  （１６番鈴木武次議員登壇）（拍手） 

○１６番 鈴木武次議員 おはようございます。 

長井市の行政能力の向上を願い、豊かさと活

力に満ちたまちづくり施策の実現を目指し、政

和会を代表して私が質問をさせていただくこと

になりました。よろしくお願いを申し上げます。 

 施政方針をお聞きして感じましたことを申し

上げますが、総負債額を減じ多少の夢を語れる

現状は、市民にも評価していただけるものと思

います。これからも市長は聖域のない改革で市

政運営に当たられる姿勢がうかがえますが、市

民の声を十分に聞き、庶民的姿勢を念頭に、過

ちのない「改革・前進・全員参加」を基本に、

常識を範として、不言実行で元気な長井になれ

るよう努力をしてほしいと施政方針をお聞きし

て感じたところでございます。 

 通告してあります市町村合併についてお伺い

いたしますが、昨年までの市長は、合併は避け

て通れぬ政治課題と言い、米沢や南陽等を枠組

みに悔いなき合併を目指し精力的に行動をなさ

れましたが、いずれとも思いはかなわず合併の

芽は消え、今は静かにしておられるようですが、

市長は自主・自立に腹を据えられたのか。施政

方針では一言も合併に触れておりませんが、西

置賜を枠としての合併を市長はどのようにお考

えになられますかをお伺いいたします。 

 次に、「おもてなしの心」の観光事業について

お伺いをいたします。 

長井市の観光事業は「水と緑と花」を標榜し、

多彩に繰り広げていただく祭りは、長い間、協

会役員のボランティアに頼り今日まできた経過

に対し、市は感謝をしなければならないと思い

ます。 

先ごろ長井市が協会に対し事務体制の見直し

と事務所移転を伝え双方で話し合ったが、折り

合いがついていない状況にあると伺います。観

光シーズンを目前にして、「おもてなしの心」、

おもてなしの観光に支障はないのか、市の対応

と協会の体制について市長はどのようにとらえ

ておられるのかをお伺いをいたします。 

最後になります。用地特別会計の範囲でお伺

いをいたします。 

長井市が土地開発公社健全化対策で国の特例

措置を受けて今年で５年、特例措置最後の年と

思いますが、今までも何件かは土地開発公社が

塩漬けした土地を市が買い取ってきた経過があ

ると思います。だが、特別会計などを起こされ
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